
 

様式 1 病虫害、鳥獣害、気象害の発生状況調査表 

保護林名 林小班名 調査年月日 

   

森林管理署 調査者 

  

 

プロット位置 

プロット No.  

プロット中心座標（世界測地系） N：    度   分   秒 E：   度   分   秒 

 

 病虫害・鳥獣害・気象害等が確認された場合、該当するものを〇で囲む。 

 枯損、損傷等が多く発生している場合は、表最下部の「その他」の欄に被害状況を詳細に記入する。また、状況に応じて別途写真を添付する。 

 被害情報が明らかに発生後長期間経過している場合（例：約５年程度以上）は被害「なし」とするが、その痕跡の有無と回復状況を表最下部の

「その他」の欄に簡潔に記入する。 

 被害種が不明な場合は、各項目の「その他」の欄に「不明」と記入する。被害「なし」とした場合は、自然枯損とみなされる。 

被
害
情
報 

病虫害 
なし・あり 〔 松くい虫(マツ材線虫病) ･ ナラ枯損（カシノナガキクイムシ）  

・ スギカミキリ  その他（           ）〕 

気象害等 
なし・あり 〔 風害  ・  雪害  ・  凍害  ・  落雷  ・  水害  ・  火災 

その他（                        ）〕 

動
物
情
報 

シカ 
なし･あり 〔 剥皮 ・ 食痕 ・ 糞 ・ 足跡 ・ 体毛 ・ ﾌﾞﾗｳｼﾞﾝｸﾗｲﾝ（ディアライン） 

その他（                        ）〕 

イノシシ なし･あり 〔 剥皮 ・ 食痕 ・ 糞 ・ 足跡 ・ 体毛 ・ その他（        ）〕 

その他 

（被害以外も可） 

動物種（                               ） 

〔剥皮 ・食痕・ 糞 ・ 足跡 ・ 目撃 ・ 鳴声 ・その他（       ）〕 

 

□
□
他 

 

 

 

※シカによる被害状況を必要とする場合は、別途「簡易チェックシート」を用いて、記録する。 

 

特記 

（ルート上におけるシカの痕跡、下層植生の生育状況、その他、特記すべき事象や森林状況、保護対象個

体群の生育・生息状況、移入種の状況、懸念事項等について記載） 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護林モニタリング中間現地簡易調査チェックシート 
【資料 5-2】 



          

様式２ ニホンジカ影響評価簡易チェックシート 

  



          

付属資料 シカによる被害：被害レベル区とその概要 

被害 

レベル 

区分 

被害レベル 

段階内容 
森林植生の状況 

特徴的な指標 

林冠の 

状況 
林内の状況 

忌避植物

の割合 
備考 

被害 

レベル 

０ 

シカによる被害

がほとんどない

段階 

森林の階層構造、種組成

ともに自然状態。 

林冠 

閉鎖 

低木層、草本層にほ

とんど食痕が見られ

ない。 

 

 

小 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大 

 

被害 

レベル 

１ 

シカによる被害

が軽微で、森林

の構造にほとん

ど変化はない段

階 

森林の階層構造、種組成

ともに自然状態であるが、

構成種に食痕が頻繁に認

められる。 

低木層、草本層に食

痕が見られる。階層

構造、種組成への

影響は少ない。 

一見被害がなさそうに見え

るが、調査を行うと、被害の

痕跡が見られる。 

被害 

レベル 

２ 

シカによる被害

により森林の内

部構造に変化が

生じている段階 

森林の階層構造（特に低

木層・草本層）に欠落が生

じ始める。また、種組成に

忌避植物の侵入・優占が

始め、自然状態の種組成

に 変 化 が 生 じ 始 め て い

る。 

低木層、草本層に食

痕が見られる。階層

構造、種組成に変化

が生じる。 

低木層、草本層の種数の減

少や、特定の種（忌避植物

ほか）の優占等が見られる。 

被害 

レベル 

３ 

シカによる被害

により森林の内

部構造が破壊さ

れた段階 

森林の階層構造（特に低

木層・草本層）に欠落が生

じ始める。また、低木層、

草本層に忌避植が優占

し、自然状態の種組成と

は異なった林分となる。 

低木層、草本層に食

痕が見られる。階層

構造、種組成に欠落

が生じる。 

林床にスズタケの優占する

森林では、枯死桿の存在で

比較的簡単にわかる。 

被害 

レベル 

４ 

シカによる被害

により森林が破

壊された段階 

森林の低木層・草本層に

加え、亜高木層・高木層

当の林冠構成種の一部が

枯死し、森林としての階層

構造に欠落が生じる。ま

た、低木層、草本層に忌

避植が優占し、自然状態

の種組成とは異なった林

分となる。 

林冠に 

（ シ カ に

よる） 

ギャップ

が生じる 

低木層、草本層に食

痕が見られる。階層

構造、種組成に欠落

が生じる。 

高木層の枯死及び消失が

散見される。 

また、被害の酷いところで

は、土柱等の表土の流亡の

兆候が見られる。 

 

 

  

 

 

 

 

 



          

様式３ 調査プロット情報（写真１） 

保護林名 林小班名 プロット No. 調査年月日 

    

 

※ プロット中心から磁北を上として天頂を撮影し、下の貼付欄へ貼り付ける

こと。 

※ プロット中心から東西南北方向に各 1 枚写真を撮影し、北方向の一枚に

ついては下の貼付欄へ、東西南方向については、様式４（写真２）に貼り

付けること。 

※ 被害状況の写真等は様式３（写真３）に貼り付けること。 

※ 方位については、全てコンパスによる測定で確認する。 

※ 撮影方向が手前の幹等でさえぎられる場合、避けて撮影してもよい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プロット中心 天頂写真 

写真Ⅰ：磁北 

写真 III 

写真 IV 写真 II 

 

 

調査点天頂写真 

（天頂方向） 

 

 

調査点写真 I 

（磁北方向に撮影）

 



          

様式３ 調査プロット情報（写真２） 

保護林名 林小班名 プロット No. 調査年月日 

    

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 

 

調査点写真 IV 

（磁西方向に撮影）

 

 

調査点写真 III 

（磁南方向に撮影）

 

 

調査点写真 II 

（磁東方向に撮影）

 



          

様式３ 調査プロット情報（写真３） 

保護林名 林小班名 プロット No. 調査年月日 

    

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 

※必要に応じて欄を追加 

 

被害状況写真等③ 

 

 

被害状況写真等② 

 

 

被害状況写真等① 

 

 


